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旭化成ネットワークスのご紹介

2

社名 旭化成ネットワークス株式会社

設立 2003年10月

事業開始 2004年8月

所在地 宮崎県延岡市

資本金 4億円（旭化成株式会社100％出資）

主要事業 データセンター事業、クラウド事業、ネットワーク事業

代表取締役社長 小金澤 晃



当社データセンターの特徴
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堅牢で安全なファシリティ

クリーンで安全な電力

24時間365日安全な運用

AKNWSデータセンター外観イメージ
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ローカル5G検証を開始した背景

仮想化技術の進歩

クラウドサービスの普及

無線技術の進化

オンプレミス規模の縮小

“所有する”から“使用する”へ

ネットワークを軸にしたサービス化

新たなサービスへの展開

付加価値のあるハウジングサービス

ニーズに合ったサービス

堅牢な設備 安全な電力 安全で豊富な運用実績

新たな魅力的なサービス

“ローカル5G”技術
（新たなサービスを支えるテクノロジー）

各社ITの内製化 運用の省力化
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ローカル5G検証を開始した背景
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基盤の仮想化

Public クラウドサービス

サービス刷新（検討）
2019年

関係CATV会社ローカル5G（実験コア局稼働）

ケーブルメディアワイワイ様
ローカル5Gコア局稼働

某社による実証実験への提供開始

AKNWS/DC内のローカル5G による実証実験検討開始

DC内でのローカル5G（NSA方式/ミリ波）導入検証を確定

DC内でのローカル5G（SA方式/Sub6）導入検証を確定

2022年3月
ミリ波＋Sub6を両立したローカル5G環境の稼働

2019年末

2020年7月

2020年3月

2021年7月

NSA方式ローカル5G稼働 2021年10月

SA方式ローカル5G稼働予定

DC内でのローカル5G（NSA方式）検証開始



6

データセンターを活用したローカル5G検証の目的

（１） DC内でローカル５Gの性能を評価する

〇 ミリ波（28GHz)及びSub6（4.8GHz)それぞれの電波特性の違いを検証
〇 ラックの乱立するデータセンター内を活用し、各電波の特性（有効性）を検証
〇 ローカル5Gで活用する為の各種デバイス（接続端末）の稼働を検証

（２） ローカル５Gサービス化に向けた運用検証

〇 監視／運用体制の検討・実稼働による検証・見極め（無線通信インフラとしての可用性の確保）
〇 障害発生時の対応及び対応検討ポイントの洗い出し（サポートサービスの基準化）
〇 ネットワークインフラとしての完全性の確保：

キャパシティ及びサービスレベル管理の確立（監視・管理システム検証）
ネットワークインフラを構成する機器及びソフトウェアにおける構成管理、変更管理検討

（３） ソリューション構築・性能検証 実サービス化

〇 ５G無線設備を利用した様々なソリューションの稼働検証（有効性検証）の実施



7

ローカル5G検証ソリューション

◆ スマートグラスを活用したXRソリューションの検証

〇 AR（拡張現実）技術を活用した情報共有
〇 VR（仮想現実）技術を活用し疑似操作、疑似体験
〇 MR（ARとVRの融合）技術を活用した操作支援

◆ 各種デバイスの接続検証

〇 センシングデバイス等様々なデバイスを活用した環境情報、バイタル情報等の収集しデータの可視化及び
データを利活用したソリューションの検証、併せて各種デバイスの接続検証（ハンドオーバー検証も実施）

◆ データセンター設置機器の無線化共同検証

〇 データセンター内に設置される機器の無線化検討（各種通信モジュールの共同検証等）
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ローカル5Gを活用した今後サービス展望

他に類を見ない堅牢なデータセンター

クリーンで安全で品質の高いインフラ

新たな
ハウジングサービス

Privateな
クラウドサービス

メガクラウドと
多種多様に連携した

サービス

お客様を支える運用サポート

ネットワークインフラサービス

従来型のLAN 従来型のInternet

ローカル5Gを含む
無線ネットワーク
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CoCo-CAFE NOBEOKA

共創空間

コーディネーター

共創機会

ローカル5G環境を備えたオフィス、ラボ、会議室展示スペース

先端技術等の情報共有の機会の提供

ニーズ、課題の実現に向けた支援

フリーオフィス ラボエリア展示エリア
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参考情報 延岡市との取り組み
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ご清聴ありがとうございました。



T H E  C O M M I TM E N T O F  T H E  AS AH I  K AS E I  G R O U P :

To do all that we can in every era to help the people of the world

make the most of life and attain fulfillment in living.

Since our founding, we have always been deeply committed

to contributing to the development of society,

boldly anticipating the emergence of new needs.

This is what we mean by “Creating for Tomorrow.”
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